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平成28年 5 月15日（日）の総会で、第11
代の同窓会会長に指名され 4年が経とうとしています。任期 2
年の会長職は 2期目ですので、今年の 5月17日（日）の同窓会
総会で新しい会長が推薦されます。役員任期を 2期 4年までと
いう規則は、私が提案したもので50周年記念事業が終了した後
の役員会で決めたものです。
会長に就任してすぐに、当時の中村高校の校長先生に相談し
て、同窓会に何を期待するかを聞きました。喫緊の課題とし
て、中庭の部室が非常に老朽化して危ないということで改築を
希望されました。そこで、同窓会を中心に PTAや学校とも協
力して、準備にかなり時間をとられましたが、部室改築募金委
員会を作り、私が会長になりました。1,100万円を超える募金が
必要ということで、いわゆる「ふるさと納税」制度を利用して、
多くの卒業生や PTAに協力を求めることにしました。第 2期
の募金は今年の 5月15日（金）まで受け付けていますので、よ
ろしくお願いします。
既に、部室改築の図面と施工計画はできており、部室募金委
員会主催で 6月27日（土）に竣工式を行う予定をたてています。
募金をされた方々のご参加を期待しております。

同窓会の皆様には、日頃から母校の教
育活動に深いご理解と多大なご支援をい
ただき、厚くお礼を申し上げます。おかげさまで本年度は、陸
上部、体操部、水泳部、弓道部、ラグビー部が県大会への出場
を達成し、サッカー部も夏の名南支部大会で優勝しました。ま
た、ダンス部、演劇部、吹奏楽部は、それぞれのコンクールな
ど参加の他、本校の地域交流活動の柱としても頑張ってくれて
います。こうした、後輩たちの活動は、「校長室だより」として
本校HPに随時アップしていますので一度ご覧ください。
さて、新たに設置された国際理解コースには、意欲ある第 1
期生30名を迎えることができました。コース独自の授業や同窓
会のご支援をいただいているベトナム研修旅行、外部機関連携
（南山大・JICA）などを通して一層の語学力向上はもちろん、
普通コースと同様に、グローバルな視野をもって国際社会で活
躍するための総合的な人間力の育成をめざしています。
諸先輩に続く「国家・社会の有為な形成者」を輩出していく
ことが、本校に課せられた使命と考えます。これまでに本校の
充実・発展のため、陰に日なたに支えてくださった方々に感謝
し、その歩みをしっかり見つめて、活力ある学校づくりを心が
けていきたいと思います。
最後になりましたが、同窓会の皆様の益々のご活躍を祈念い
たしますとともに、部室改築プロジェクトへの多大なるご支援
につきまして、重ねて感謝申し上げます。

会長任期終了を間近に控えて
―部室改築の竣工式―
会長　伊藤 義人

会報の発刊によせて

校長　渡邊 修
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部室改築6月完成予定！
募金もラストスパート！ ご協力をお願いします！

詳しくは6ページへ
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第64回 中村会 総会・講演会・懇親会
　令和元年 5月26日（日）、ルブラ王山（名古屋市千種区）に
て2019年度の総会・講演会・懇親会を開催しました。

【総会】
　総会では、平成30年度事業・決算の報告と令和元年度事業
計画・予算を承認いただき、新年度事業がスタートしました。

　報告・計画内容の詳細は、次ページをご覧ください。

　総会・講演会に引き続き、懇親会を行いました。
　懇親会では、多くの新入会員（64回生：平成31年 3 月の
卒業生）も参加し、また三宅元校長先生、中村元校長先生
もお越しくださり、文字通り「老若男女」を問わない、中
村高校につながる人々の交流会になりました。
恒例イベントとなった高木靖之さん（26回生）によるオー
クションも、今回も入手困難な珍しいアイテムが多くあ
り、盛り上がりました。

【懇親会】

テーマ「中村高校中庭の部室改築募金について」
　講演会は昨年に引き続き、母校中庭の部室の改築募金につ
いて同窓会長・校長からの趣旨説明、募金第 1 期の実施状
況、中村高校の歴史を写真で見ながら部室のこれまでを知る
スライドショー、工事計画、税理士による「税控除手続きの
デモンストレーション」を行い、更なる協力をお願いしまし
た。
　スライドショーでは、講演会に出席いただいた各回生の卒
業アルバムの写真を使っての紹介があり、みなさんそれぞれ
に高校時代を思い出されていたようでした。

【講演会】
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平成30年度事業報告 令和元年度事業計画
◆�平成30年度�中村会�役員
会　長　伊藤　義人（16回生）
副会長　水野　圭爾（26回生・財務担当）
　　　　祖父江　隆（45回生・総務担当）
　　　　古木　啓介（47回生・広報担当）
事務局長　川口　恭子（34回生）
会　計　山口有里子（36回生）　　江口　　基（42回生）
監　査　太田　守彦（22回生）　　伊藤　太亮（45回生）

◆�平成30年度�中村会�事業報告
1 　総会及び講演会の開催
2　会報の発行（第16号）
3　HPの運営とその効率化の実施
4　役員会の開催
5　『英気の泉』基金の募集・運用
6　教養講座「中村未来塾」への協力
7　PTAとの連携事業の推進
8　縦のつながりの増強活動
9　常任幹事の増強
10　関東支部の支部総会の実施
11　部室の改築に向けての募金活動

令和元年度　中村会�予算平成30年度�中村会�決算報告
収入の部� （単位：円）

科　目 予 算 額 ① 執 行 額 ② 差 額 ②－① 備　考
前年度繰越金 3,551,738  3,551,738  0  　
入 会 金 1,745,000  1,735,000  -10,000  卒業生347名×5,000円
雑 収 入 262  500  238  総会時 ＣＤ 売上

計 5,297,000  5,287,238  -9,762 

支出の部� （単位：円）
科　目 予 算 額 ④ 執 行 額 ⑤ 差 額 ④－⑤ 備　考
事 業 費 100,000  0  100,000  総会講演会謝礼
HP 運営費 310,000  314,017  -4,017  プロバイダー（ASAHIネット12ヶ月分）

管理改修費21,600×12ヶ月

通 信 費 450,000  409,204  40,796  料金後納・総会案内発送
会 報 費 400,000  343,634  56,366  会報16号印刷、封筒・返信用ハガキ作成

総会施設費 70,000  45,140  24,860 
名簿管理費 180,000  146,364  33,636  データ管理、データ出力
諸 雑 費 10,000  4,212  5,788  振込手数料
慶 弔 費 40,000  0  40,000 
会 議 費 5,000  3,008  1,992 
予 備 費 100,000  0  100,000 
繰 越 金 3,632,000  0  3,632,000 
計 5,297,000  1,265,579  4,031,421 

残高の部� （単位：円）
収 入 額 計 支 出 額 計 次年度繰越金
5,287,238  1,265,579  4,021,659 

収入の部� （単位：円）
科　目 予 算 額 備　考

前年度繰越金 4,021,659 
入 会 金 1,750,000  5,000円×350名

（H31年度 第 3学年 4月時在籍数）

雑 収 入 341 
計 5,772,000 

支出の部� （単位：円）
科　目 予 算 額 備　考

事 業 費 100,000  総会経費、奨学金
HP 運 営 費 350,000  HP メンテナンス料金等
通 信 費 450,000  会報発送等
会 報 費 400,000  会報 ･封筒 ･ハガキ作成
総 会 施 設 費 70,000  総会会場使用料
名 簿 管 理 費 180,000  新規入力、変更、削除
諸 雑 費 10,000  振込手数料
慶 弔 費 40,000  上級大会出場祝金
会 議 費 5,000  役員会
予 備 費 100,000 
繰 越 金 4,067,000 

計 5,772,000 

◆�令和元年度�中村会�事業計画
1 　総会及び講演会の開催
2　会報の発行（第17号）
3　HPの運営とその効率化の実施
4　役員会の開催
5　『英気の泉』基金の募集・運用
6　教養講座「中村未来塾」への協力
7　PTAとの連携事業の推進
8　縦のつながりの増強活動
9　常任幹事の増強
10　関東支部の支部総会の実施
11　部室の改築に向けての募金活動
12　部室改築設計施工への支援

総会・講演会・懇親会の御案内
日　時　�令和 2年 5月17日（日）11：00～14：30
会　場　�ルブラ王山（地下鉄東山線「池下」駅下車、東へ徒歩3分）�

名古屋市千種区覚王山通 8 -18�
電話 052-762-3151

次　第　�受　付　10：30～11：00�
総　会　11：00～11：30�
講演会　11：30～12：30�
懇親会　12：40～14：30

会　費　�懇親会のみ有料（当日お支払いください）�
一般会員　5,000円　　学生会員　1,000円�
○今年の卒業生（65回生）は無料

◆�令和元年度�中村会�役員
会　長　伊藤　義人（16回生）
副会長　水野　圭爾（26回生　財務担当）
　　　　祖父江　隆（45回生　総務担当）
　　　　古木　啓介（47回生　広報担当）
事務局長　山口有里子（36回生）
会　計　江口　　基（42回生）
監　査　太田　守彦（22回生）　　伊藤　太亮（45回生）

◎�懇親会では恒例のチャリティーオークションも行います。大相撲グッズ、
プロ野球グッズなど、今回も入手困難な商品を着々と準備しています。�
ぜひ総会・懇親会に奮ってご参加ください！

◎�講演会は今年度中村未来塾でも講演いただいた、�
三居弘典さん（4５回生）。2000年ヨーヨー世界チャ
ンピオンで、高校時代からヨーヨーに魅せられ、海
外にも挑戦されたご経験から講演をいただきます。�
世界レベルのヨーヨーの実演も見られるかも！

申　込　�出席の場合は、同封のハガキにより、 4月17日（金）までに投
函し、事務局へお知らせください。

　　　　欠席の場合は連絡の必要はありません。
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同期会・同窓会報告
■22回生（昭和５1年度卒業）同期会
　令和元年 8月10日（土）、22回生の還暦同期会を名古屋駅にある「名
古屋マリオットアソシアホテル」にて開催しました。
　きっかけは、 3年前の同窓会総会に集まった同期生からの「還暦同期
会をやりたい。」という要望でした。還暦までの 3年間は瞬く間に過ぎ
開催年となった今年、幹事といえば私と妻（同期生）のたった 2人。予
算もなくハガキも買えず、知っている同期生のメールアドレスに「拡散
希望」と記し、同期会の開催予定を発信することしかできませんでした。
そんないい加減な告知にも関わらず、当日は恩師 1名（桜井正一先生）
と76名もの同期生が集まってくれました。
　いざ会が始まると、私が夜なべをして考えた挨拶や進行など、誰も聞
く耳を持たず、ひたすら友との再会を喜び、話を続けている光景が広がっており、思わず「オマエら中学生か！」と心
の中で叫んでおりました。
　しかしそんな状況においても、自らの高校時代の写真を大型スクリーンに映されながらの自己紹介では、「Before�
After」に歓声が上がりました。
　また、部室改築募金のために現在の部室の様子を写真に撮り、映像を流しました。悲惨な部室の現状を見て、「英気の
泉基金」には76,000円もの寄付が集まりました。
　 2時間半の同期会は嵐のように過ぎ去り、「何時かまた何処かで会えれば良いな」と話をしながら、次回の開催予定は
決めないまま、お開きとなりました。� （22回生　太田 守彦さん）

■26回生同期会
　私たちは夏季オリンピックが開催される年の年頭に同期
会を行うようになり、5回目になりました。令和 2年 1月26
日（日）に、キャッスルホテル青雲の間で、木下先生、山田
先生、中村先生をお迎えし、総勢70名が旧交を温めました。
　遠く東京・横浜・神戸から来てくれた人もいました。仕事
から駆けつけた人もいました。57歳という我々の年齢柄、話
題は仕事の定年のこと、年金はどうなるのか、親の介護が大変だということが共通していました。転職している人も結
構おり、昭和から時代は変わったと感じます。幹事の高木君の提案で、 4年ごとの開催を前倒し、 2年後の還暦になる
年に行うことで考えています。その際はたくさんの参加をお待ちしています。� （26回生　加藤 伸夫さん）

■63回生　成人パーティー
　令和 2年 1月 4日（土）、神戸館（錦通）にて63回生成人パーティーを行い
ました。先生方を含め150人もの仲間たちが集まり、互いに元気な姿を見る
ことが出来ました。
　高校時代の懐かしい話に花を咲かせたり、今の生活の話を共有したり、
各々の幸せな報告を聞いたりと、とても素敵な時間を過ごすことができまし
た。みんなが楽しかったと言ってくれたのが 1番です。また何年か経った
後、同じように笑い合えたらいいなと思います。�（63回生　加藤 花菜さん）

■関東支部　懇親会
　中村会関東支部は 9回目となる懇親会を令和元年 8月17日（土）に開催しまし
た。�会場は昨年と同じ田町のアリスアクアガーデンで、着席スタイルでお料理とア
ルコールを楽しみました。
　あいにくお盆明けの猛暑の中での開催となりましたが、初めて参加された方や 8
年ぶりに参加された方など、渡邊学校長と伊藤同窓会長を含めて21名が参加し、中
村高校の近況報告や参加者それぞれの近況が聞けて、楽しい会になりました。
　来年は 8月15日（土）に同じ会場での開催を予定していますので、皆様のご参加
をお待ちしております！� （関東支部長　浜田 和久さん）

同窓会・同期会の情報をお寄せください！

「これから開催したい！」…■中村会ホームページ・facebook で案内することができます。
　　　　　　　　　　　 　　連絡先が分からなくて声がかけられなかった方にも連絡が出来る可能性があります。
　　　　　　　　　　　 　■同期会開催に必要な住所情報について、提供することが出来ます（有料）。
「開催しました！」　　　 …■写真をつけてぜひご報告ください。会報や facebook ページで報告をさせてください。

ご連絡は中村会事務局　電話：052-411-7760　Fax：052-413-5357　E-mail：中村会 Web ページまで！

■【開催予告 !】16回生　卒業後半世紀会
日時：令和 2年 5月 2日（土）13：00～　　場所：メルパルク名古屋（地下鉄千種駅すぐ）
幹事：伊藤 義人さん（16回生）
ご参加希望の方は、事務局までご連絡ください！
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各界で活躍する同窓生を講師に招いて、
現役高校生とPTA、同窓会が三位一体で未来を指向します。

三居さんは、中村高校在学中の高校2年生の時にヨーヨー世界大会で準優勝し、翌年には世界制覇の快挙を
成し遂げました。さらに、中村高校在学中に、当時日本にはなかった「全国ヨーヨー大会」を仲間とともに開
催するなど、まさにヨーヨーの啓蒙・発展に挑むパイオニア的存在です。
そんな三居さんも高校卒業後の進路には相当悩まれたとのこと。当時、日本にヨーヨーの「プロ」はいませ

んでした。「ヨーヨーでプロになれるのか、生活していけるのか」「前例がなく、レアなことが受け入れられに
くい日本の中でどう進めばよいのか」と、相当の葛藤があったとのこと。そこで、高校卒業後アメリカへ留学
し、大学で経営学・マーケティングを専攻し、休学して就業も体験。大学卒業後に日本に戻り、仲間とともに
「ヨーヨーカンパニー」を立ち上げられました。留学での苦労についての質問には「楽しかった」とお話しさ
れ、すべてを楽しさに変えられる方だ、と感じました。
自身の人生を「ヨーヨー人生だ」と言い、お仕事を続けていらっしゃいます。高校時代に企画・開催した全国ヨーヨー大会も、昨年20周

年を迎えることができたようです。「一生懸命だったからこそ仲間とともにここまでやってこられた。仲
間が賛同してくれ、また、仲間から輪が広がっていく。好きなヨーヨーで地元・岩倉市にも貢献できて
いる。」そんなお話をしてくださいました。講演中には、ヨーヨーのパフォーマンスもあり、世界の技を
間近に見ることが出来ました。在校生たちも時に手を挙げ、歓声を上げ、拍手をし、お話を興味深く聞
き入っていました。
三居さんが在校生に投げかけてくださった言葉を紹介します。「好きなら苦じゃない。好きなことだけ

に時間を費やせる人生なんて素敵だなぁと思う。好きなことがあれば諦めずに続けてほしい。続けてい
れば認められる。認めてもらえないときは自分の一生懸命さが足りない、と考えよう」

第2５回　『ヨーヨーで世界とつながる』
� 令和元年11月 1 日　中村高校体育館　三居 弘典さん（4５回生）

（国際ヨーヨー連盟理事、株式会社ヨーヨーカンパニー代表取締役）

母校だより

　 7月22日（月）から26日（金）の 5日間、国際理解コースの生徒30人を対象に、ベトナム研修（ホーチミン市）を実施しま
した。研修の目的は、国際理解に関する教養を身に付けるとともに、体験的かつ探究的な学習を通して、ベトナムの文化、歴
史、経済、言語について理解を深めることです。研修を終えた後は、研修を通して学習したことを踏まえ、地球的課題につい
て意識を高め、主体的にその課題を解決しようとする態度と資質を育成することを目標としています。
　近年のグローバル社会において、ベトナムと日本は非常に密接な関係あります。日系企業のベトナム進出や日本へのベトナ
ム人留学生の数は年々増加しています。ベトナムは日本と同じアジアの中で、文化や歴史においても大変魅力がある国です。国
際理解コース生徒は、異文化理解、異文化交流、平和、人権、グローバル社会などのテーマに関する様々な体験学習を通して、
国際的な視野を広げることができました。

〈主な訪問先〉
アイカ工業（ベトナム社）、クチトンネル、戦争証跡博物館、孤児院、さくら日本語学校、
VJCC（ベトナムの大学生との交流）、メコン川クルーズなど

■国際理解コース「ベトナム研修」実施！

「わが精鋭の中村健児」はどんな活躍を見せてくれているか、�
先輩としては興味津々！　母校の現在の活躍を紹介

孤児院にて

出発時

三居さんには、同窓生向けにも ５月17日（日）同窓会総会での「講演会」にてお話しをいただきます！ぜひ ５月17日（日）は同窓会総
会にお運びください。（詳細・参加申し込み等は 3ページ下段をご覧ください）

ベトナム研修旅行における県費で賄えない引率教員の旅費は、中村会母校支援基金「英気の泉」から援助を行っています。
母校の教育活動の充実のため、ぜひ「英気の泉」にご協力ください！

詳しくは6ページをご覧ください。
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■賛助会費納入のお願い
●賛助会費　入金先
郵便振替　００８５０－６－１８５９４８
中村高校同窓会　賛助会費
　※振込手数料はご負担ください。

　賛助会費とは、同窓会の活動を支える大事な収入源で
す。同窓生の皆さんに毎年2,000円または終身50,000円の
会費納入をお願いしています。
　本会報同封の振込用紙または以下の振込先から納入を
お願いいたします。
●賛助会費収支状況（平成30年度決算）
前年度繰越金 当年度収入 当年度支出 次年度繰越金
2,097,344 333,270 44,000 2,386,614

■�同窓生で氏名・住所変更された方は事務局まで
ご連絡ください。

　事務局
　　ＴＥＬ：052-411-7760（中村高校）
　　ＦＡＸ：052-413-5357（中村高校）
　　E-mail：Web ページからご連絡ください。

■中村会ホームページ
　http://www.nakamurakai.gr.jp/

■中村会 facebook ページ
　https://www.facebook.com/nakamurakai.aichi/

■会報の発送について
　会報は年 1回、2月末に発行しており、賛助会費納入者
および卒業回生の下一ケタを基準に 5 年に 1 度のサイク
ルで全卒業生の皆様に発送しています。今号は下一ケタが
「 5」「 0」の回生が対象で、次号は「 1」「 6」の回生が
対象となります。中村会ホームページでは毎号掲載してお
りますので、ぜひご活用ください。

■母校支援基金「英気の泉」への募金のお願い
●英気の泉　募金入金先
三菱UFJ銀行柳橋支店　普通４７０９７３９
英気の泉　萩原義昭
　※振込手数料はご負担ください。

　母校支援基金「英気の泉」は、中村高校の在校生の諸活
動に対する同窓会からの資金援助を行うための基金で、校
歌の一節をとり、在校生の英気を資金面から援助する「泉」
となっています。
　最近では、在校生の海外短期留学や部活動の遠征交通費
支援、部活動器具・道具の修理・購入などを行っています。
　ぜひ在学生のためにこの泉を枯らさないように皆さん
のご厚志をよろしくお願いいたします。
●「英気の泉」収支状況（平成30年度決算）
前年度繰越金 当年度収入 当年度支出 次年度繰越金
1,646,649 612,013 1,027,588 1,231,074

●平成30年度援助事業
　野球部応援バス代金補助� 403,692円
　中村ダンスフェスティバル開催祝金� 30,000円
　イングリッシュ・サマー・キャンプバス代金補助� 314,796円
　オーストラリアメントン派遣経費補助� 279,100円

●平成30年度寄付者等（敬称略）
　岡田順一様（元校長）、萩原義昭様（10回生）、
　伊藤義人様（16回生）、バンノタイキ様（回生不明）、
　サトウマサヒロ様（回生不明）、匿名希望　 1名様、
　総会時寄附およびオークション売上

工事内容：既存建物の骨組み（躯体）を利用した改築工事（大規模改修）
募集期間：令和 2（2020）年 5月15日まで

　平成30（2018）年 3 月から開始した、母校中庭の部室建築プロジェクト。いよいよこの 5月で募金期間を終了しま
す！寄付金募集目標額の1,100万円まで、あともう少しのところまで来ています。最後の一押しを同窓生の皆さんにお
願いし、卒業生の力で目標額をクリアしたいと思います！
　また、学校との調整により工事の時期が決定し、 6月27日（土）に竣工式と
完成披露会を中村高校にて行うことを決定しました！また、この竣工式にご寄
付いただいた方にも来校いただけることになりました！久しぶりに母校に足を
運べるチャンスでもあります。ぜひプロジェクトへのご支援をお願いいたします。
　なお、今回の寄付金募集は「ふるさと納税」と同等の寄付金控除が受けられ、
寄付金相当額が簡便な手続きにより税控除され、実質負担2,000円で大きな支援
が可能です！（各人の収入・その他控除条件により寄付可能額は異なります。）
　詳細は中村会Web ページの寄付募集のページにてご確認ください。

母校支援プロジェクト「部室改築募金」ラストスパート！！�
寄付者は 6月27日（土）竣工式・完成披露会にご招待することを決定！

発行　令和 2年 2月27日
愛知県立中村高等学校同窓会「中村会」

〒453-0068　名古屋市中村区菊水町1-2-18（中村高校内）


